
授業者河合紗由利第6学年「算数」学習指導案
2月2 3日(金) 2階A室 9:00~9:40

1 単元名数の拡張

2 単元について

6年生の3学捌は,小学校の学習をまとめる時期である。これまで,学習してきた内容を振り返るこ

とで,中学校での数学の学習へとつなげていきたい。そこで本単元では,これまでの学習では符えを

出すことのできなかったひき算に着属し 1負の数」にっいて扱うことで,ひき算などの計算について振

り返り,数に対する理解を深めることをねらいとする。,

「負の数」は,気温など身近なところで使われている数であり,子どもたちにとっても普段から目に

することのある数である。そのため,子どもたちは「負の数」という数の存在に疑問をもつことは少な

い。なかには,「負の数」に関する計算の仕方も決まっていて,いつか教えてもらえるものと考えてい

る子もいる。

一方で,「負の数」を数の拡張の観点から考えると,ひき算をいつで、できるようにするために生ま

れた数と捉えることができる。本単元では,自分たちで新しい数を考えることができるのだということ

を子どもたちに経験させたい。このことは,数の拡張という考え方そのものを子どもたちに理解させよ

うということではない。既習の数や計算と関係づけながら,新しい数について明らかにしていくという

活動を通して,これまでの学習を振り返る機会としたい。

本時では,天気予報の気温について扱う。天気子倖Rを見ていると,今日の気淵●ゞ「-3゜C」になると

いう「-3」と,前日の気温と比べると 3゜C下が0ていることを表す「-3」という,同じ「-3」で

も異なる意味合いで使っていることがある。このような場面を子どもたちに提示し,それぞれの「-3」

が何を意味しているのかを考えさせる。前者は,数直線と関係づけながら,0よりも左に位置する数と

して捉えることで子どもたちは理解することができるだろう。しかし,3゜C下がったことを示す「-3」

にっいては,すぐに理解することは難しい。例えば,昨日の気!品が5゜Cで今日の気温が2゜Cであった場

「-3」と表示される。しかし,これまでの学習では,5゜Cと 2゜Cの違いは「3」であった。そ二で,合

2つの「-3」を比較したりJ易面を図や式に表したりしながら,「-3」という数の怠1沫の拡張を促す。

さらに,「5 -2J r2-5」といった式と関係づけることで,ひき算の意味を振り返り,答えが負の数

になる場合を考えるだけでなく,これまで「3」と見てきたものを「+3」と捉える素地にしたいと弩

える。

3 学習指導計画(3時間目/全4時間)

2時聞第2次計算の振り返り第1次負の数の導入一・2時問(本時1/2)

4 本時の学習について

(1)本時のねらい

負の数の定裟をもとに,ひき算について考え,既習事項を振り返る。

(2)予想される本時の展開

H5

1 天気予報の場面をもとに,

存在を確かめる。

主な学習活動と子どもの姿

2 「-3゜C」の「-3」と,

を衷す「-3」を比較し,

本時の学習を振り返る。3

0より小さい数の

3゜C下がったこと

意味を老える。

・場面を整理し,提示tる。

温度計を図に表すなどして,数直線の拡張を促

す。

新しい数の表現に焦点化させる。

図や式と関係dけながら,進めていく。

2つの場面を比較させる。
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